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新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
春
の
定
期
異
動
で
勝
山
高
校
校
長

に
着
任
し
ま
し
た
山
崎
良
成
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
５
月
７
日
、
１

か
月
遅
れ
で
入
学
式
を
挙
行
す
る
こ
と
が

で
き
、
新
入
生
１
０
０
人
を
迎
え
て
、
新

年
度
の
勝
山
高
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
学
期
が
始
め
ら
れ
な
い
と

い
う
未
曾
有
の
事
態
、
私
の
長
い
教
職
生

活
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
生
徒
の
皆

さ
ん
は
も
と
よ
り
、
保
護
者
・
地
域
の
皆

様
に
も
大
変
な
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い

る
こ
と
、
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

　

現
在
学
校
で
は
、
本
校
Ｈ
Ｐ
・
郵
送
・

電
話
等
を
駆
使
し
て
生
徒
の
学
習
活
動
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
通
信
型
授
業
が
で
き
な
い
か
検
討

を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
学
校
再
開

を
願
う
と
と
も
に
、
ま
ず
は
そ
れ
ま
で
の

間
、
生
徒
を
支
援
す

べ
く
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

進
路
だ
よ
り

　

勝
高
の
進
路
指
導
は
、『
進
路
意
識
と
学

力
の
向
上
』
と
『
進
路
実
現
』
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況

国
公
立
大
学　

30
人
（
27
％
）

（
福
井
大
８
人
、
福
井
県
立
大
11
人
、
長

野
大
２
人
、
金
沢
大
・
富
山
大
・
滋
賀
大
・

広
島
大
・
公
立
小
松
大
・
滋
賀
県
立
大
・

新
見
公
立
大
・
大
阪
市
立
大
・
都
留
文

科
大
、
各
１
人
）

私
立
大
学　

40
人
（
36
％
）

（
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大
、

専
修
大
、
日
本
大
、
京
都
産
業
大
、
仁

愛
大
、福
井
工
業
大
、福
井
医
療
大
な
ど
）

短
期
大
学　

５
人
（
５
％
）

　
（
仁
愛
短
期
大
な
ど
）

専
門
学
校
27
人
（
24
％
）　

　
（
福
井
県
立
看
護
専
門
学
校
な
ど
）

就　

職　

５
人
（
５
％
）

（
公
務
員　

陸
上
自
衛
隊　

１
人
、
民
間

企
業　

日
本
郵
便
㈱
、
松
文
産
業
㈱
な

ど　

４
人
）

　

令
和
２
年
度
か
ら
「
進
路
指
導
部
通
信　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
」を
勝
高
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

勝高ＨＰ勝高ＨＰ

歴史の魅力あふれるまちなみ

歴史的まちなみ歴史的まちなみ景観景観創出事業創出事業
補助金申請の受付開始補助金申請の受付開始

　

勝
山
市
は
、
市
の
歴
史
や
伝
統

行
事
が
息
づ
く
推
進
地
区
（
本
町

通
り
・
平
泉
寺
町
平
泉
寺
）
お
よ

び
市
内
各
地
の
集
落
を
潤
い
の
あ

る
景
観
と
す
る
た
め
、
伝
統
的
民

家
な
ど
の
新
築
・
改
修
に
か
か
る

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　

福
井
県
知
事
に
典
型
的
な
農
家

型
・
町
屋
型
民
家
と
認
定
さ
れ
た

も
の
を
い
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

補
助
対
象
物
件
▼

　

道
路
な
ど
の
公
共
空
間
か
ら
見

え
る
部
分
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の

•
建
物
の
外
観
を
、
漆
喰
や
板
張

り
な
ど
の
伝
統
的
工
法
や
こ
れ

に
準
じ
て
仕
上
げ
た
も
の

•
門
、
塀
、
石
積
み
、
土
間
な
ど

の
工
作
物
で
歴
史
的
景
観
に
配

慮
し
た
も
の

•
広
告
物
で
歴
史
的
ま
ち
な
み
に

配
慮
し
た
も
の

補
助
対
象
区
域
▼
推
進
地
区
・
推

進
地
区
外
の
市
内
全
域

※
補
助
対
象
物
件
や
補
助
限
度
額

な
ど
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
締
切
▼
６
月
30
日
㈫

問
都
市
建
設
課（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
７

伝統的民家　町屋型

勝山の歴史的建造物 伝統的民家　農家型

補
助
内
容

伝
統
的
民
家
と
は

令和3年度以降
推進地区外の助成が廃止
　令和３年度以降、推進地区外
の伝統的民家への助成は廃止
となります。
※ 勝山市景観審査会が認めた
ものを除く
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新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルス感染症に関する　各種相談窓口

全　般
項　目 問い合わせ先

新型コロナウイルスに
関するすべてのご相談
（24時間対応）

勝山市新型コロナウイル
ス感染症コールセンター　
☎88-8125

特別定額給付金 

・申請受付について 総務課　☎88-1116

・ 配偶者からの暴力を
理由に避難されてい
る方について

福祉・児童課
☎87-0777

高齢者の総合相談 勝山市地域包括支援センター
☎87-0900

勤労者ライフプラン資
金貸付金の拡大

北陸労働金庫奥越支店
☎66-2398

市税の減免・猶予制度

・税について 市民・税務課 ☎88-8101

・ 生活の困りごと（自
立相談支援事業）

困りごと支援センターらいと
☎88-1177

水道料金・下水道使用
料などの納期限延長 上下水道課　☎88-8109

市営・定住促進住宅家
賃の相談

建築営繕課
☎88-8128

消費トラブルなど 勝山市消費者センター 
☎88-8103

項　目 問い合わせ先

持続化給付金 持続化給付金事業コールセン
ター　☎0120-115-570

県中小企業休業等
要請協力金

福井県緊急事態措置コールセ
ンター　☎0776-20-0766

市内飲食店　お持
ち帰り・出前キャ
ンペーン

商工観光・ふるさと創生課
☎88-8105

利子補給、保証料
補給

商工観光・ふるさと創生課
☎88-8105
または市内金融機関

事業者の経営など
の悩み

勝山商工会議所
☎88-0463

マル経融資の金利
引き下げ

小規模事業者テイ
クアウト・デリバ
リー参入促進事業

無利子・無担保融
資

日本政策金融公庫福井支店
☎0776-33-1755

雇用に関すること 

福井労働局職業対策課
☎0120-60-3999
大野公共職業安定所
☎66-2408

農林水産業務継続
サポート事業

福井県奥越農林総合事務所
☎65-1282
農林政策課　☎88-8106

健　康
項　目 問い合わせ先

感染しているか
不安な方

厚生労働省
フリーダイヤル
☎0120-565653
奥越健康福祉センター
☎66-2076

ストレス・育児の相談 健康長寿課
☎87-0888

国民健康保険の資格証
明書の取扱い

市民・税務課
☎88-8102

寄　付
項　目 問い合わせ先

新型コロナウイルス感
染症対策応援寄付金

商工観光・ふるさと創生課
☎88-8105

子育て世帯
項　目 問い合わせ先

かつやまっ子元気応援
臨時給付金

福祉・児童課
☎87-0777

高校生・大学生対象
特別奨学金 教育総務課

☎88-8111奨学金の追加募集と返
還猶予

小中学校の
臨時休業関係

教育総務課
☎88-8112

児童センターの
開館関係

福祉・児童課
☎87-0777

保育園・子ども園・幼
稚園の受入関係

福祉・児童課 ☎87-0777
教育総務課
☎88-8111 (幼稚園)

個人・世帯向け

事業者向け

（令和２年５月11日現在）


